平成25年度　第4回理事会　　議事録

開催日時　　　 ：平成25年10月27日（金）　10：00～12：00

開催場所　　　 ：総合病院社会保険徳山中央病院　８階　第一会議室
出席者（理事）  ：山内 秀一　伊藤 弘　三輪 光良　吉永 憲正　大田 則彦　金谷 浩三　小田 真一郎　齋藤　康博　兼廣 敦子　村田 良典　渡邊 征二　増矢 勝史　新町 浩太郎　堀 健司　内藤 貴之　池田 隆志　蔵永 紀靖　林 忠正
出席者（監事） ：齊藤 右司

欠席者
       ：高山 裕健　丹羽 英彰
以上、定款第33条の規定により理事の過半数の出席で理事会は成立。会長　山内秀一が議長となり、定款34条に基づく出席者の中より、議事録作成人として増矢勝史理事、議事録署名人として林忠正理事、新町浩太郎理事を選出した後、次の議案を付議した。

議題１　CSFRTの打合せ
山内会長より、CSFRTの準備資料の説明、注意事項
（山内会長）各担当の責任者はすべての責任をもって仕切って頂く。資料に不具合があれば私にメールして頂きたい。
会場については、１Fを半分に仕切って、第一会場、仕切った反対側は展示会場、その半分を仕切って機器展示、受付、クロークとしJARTの放射線展用パネル13枚は展示会場前にボードを立てて展示する。
会場のテーブル、椅子等の設営は外注し準備をお願いしている。開会式等の椅子等の配置換えは随時こちらで調整する事になる。

進行については、私が作っている。司会は神崎さん（山口大学）アナウンス、総合司会は別に立てる。

第２会場は１０Ｆ・第３会場は９Ｆ・第４会場は８Ｆとなっている。
座長と発表者のリストでチェックをおこない、PCの受け取りから返却までをおこなって頂く。
（林理事）会場間は離れている。会場間の連絡はどうするのか。

（山内会長）建物の構造上、トランシバーでの通信が難しいとの事ですから、各自の携帯を考え
ている。映像、音響、照明を依頼した業者（コミュニティFM）に終日３名立ち会って頂く。
（林理事）開会式で第一会場は技術学会、第二会場は技師会とあるが第二会場でも開会宣言をす
るのか。

（山内会長）開会宣言は開会式とは別に、朝セッションを始める前に第一会場では上田大会長、第二会場は私が行う。
（吉永常任理事）携帯で圏外になる事はないのか。Lineやチャットで全員に情報共有出来る方法もあるが、まずは圏外かどうかの確認が必要である。

（山内会長）確認しておく。他には人を走らせる方法しかない。

（斎藤常任理事）技師会と技術学会のポイント申請の場所はどこか。
（山内会長）実際に会場を見て決めてほしい。
（斎藤常任理事）PCは一括で借りるのか。
（山内会長）PCは１日２万円かかるために、借りる予定にはしていない。
（斎藤常任理事）トラブルの事を考えたら、一台予備があった方がよい。

（山内会長）実行委員のPC使用も出来たらお願いしたい。
（吉永常任理事）各会場に、予備PCが１台ぐらい必要ではないか。持ってきた方のPCがダメになった時に必要である。発表が出来なくなる。

（山内会長）個人のPCを持って来て頂けると助かる。
（増矢理事）PC確認は各会場で行うのか。

（山内会長）各会場で行う。

（増矢理事）PCの設定を確認する担当が必要ではないか。

（山内会長）会場責任者が各会場の実行委員の中から選任する事になる。

（三輪副会長）開会式・会長講演の前後のランチョンセミナー・発表等のセッティングの担当者はいるのか。

（山内会長）記念式典、開会式以外の発表などは、会場責任者が会場セッティングをおこなうようお願いする。
（増矢理事）駐車場は基本的には立体駐車場か。
（山内会長）夜間も置けるか確認をする。初日の受付は人手がいるので、実行委員による駐車場誘導はしない。
（山内会長）休憩コーナーのどこかでランチョセミナーの券を配る。コーヒーコーナーも堀理事が交渉中である。

（堀理事）コーヒー・紅茶・お茶を準備する予定にしている。
（山内会長）コーヒーコーナーは業者にお願いしている。

（堀理事）実行委員の方は、３日間通しで保険を掛ける事にしている。
議題２　監査様式の変更について
（斎藤常任理事）一般社団法人の更新手続について、現在使っている監査様式が簡単すぎる為、山口県の方から最低でもこれだけ（資料提示）必要である雛形を頂いた。雛形より監査様式を作成したので変更をしたい。同時に、公益目的支出計画実施報告書を監査するようになる。
（斎藤監事）監査に公益目的支出計画実施報告書と言う項目があったか？
（斎藤常任理事）一般社団法人に移行した時点でしなければならなかったが、今年度からして頂く。
（山内会長）質問等がなければ、監査報告書様式に関して採決をとる。

賛成：19名で可決された。

議題３　大学院を卒業して山口県診療放射線技師会に入会した方の会費減免について
（山内会長）新入会で減免になっているのは、卒業した年度になっている。今からは大学院を卒業した人が出てくる。学生から大学院へ行って６年で卒業して出てきた人の入会金を今後どうするか問題になる。JARTは３年、４年、６年で卒業しても減額をしている。山口県診療放射線技師会は決まっていない。私はJARTと同様にしたいと思う。
（金谷常任理事）大学院に行きなおして、学生だから払えないという人が１回退会しているので、そのような学校を出た方なら新入会で良い。途中のどこかで働いていても、良いと思う。
（斎藤常任理事）JARTは一回就職した段階で当該年度の減免となる。
（山内会長）勤務して、大学院へ行くという人は対象外である。
（山内会長）意見等がなければ、大学院を卒業して山口県診療放射線技師会に入会した方の会費減免に関して採決をとる。

賛成：19名で可決された。

（斎藤常任理事）いつから施行か
（山内会長）理事会で決まった時点とする。他県はもうなっている。平成２５年１０月２７日から施行する。

これに付随して、多くの他県技師会では、他県からの移籍者の入会金を徴収していない。そのため、転勤等で他県に移動したとき、転勤先の技師会に移籍しやすいといった現状がある。しかし山口県は、他県からの移籍者についても入会金を徴収するようになっているため、他県からの転入者が山口県に移籍しない大きな理由となっている。したがって、移籍者の入会金を免除あるいは、免除出来なければ減額する事を考える必要がある。次の理事会の議題にしたい。
（大田常任理事）入会金検討委員会で検討してこの方向でと出した方が良い。次の理事会までに意見をまとめる。いつから施行するという事を決めた方が良いので検討する。

（山内会長）入会金の議案は、入会金検討委員会で検討後、理事会で検討する。
議題４　日本放射線公衆安全学会の法人会員について
（斎藤常任理事）日本放射線公衆安全学会から法人会員として入会勧誘の打診を頂いた。他県の法人会員として、岡山、東京、福岡、神奈川、山形、千葉、埼玉、広島、香川、新潟、大分、奈良、鳥取、群馬、高知、宮崎、山梨、岡山、愛知、栃木、兵庫が入っている。メリットは情報がタイムリーにメールで配信される、論文等を掲載した学会誌の配布等の５項目がある。
（山内会長）その他の特典を補足すると、優先的に講師が派遣される。学会の役員選挙時に３票の議決投票権がある。講習会に特別料金で安く参加できる。年会費１万円であるなどがある。
（小田常任理事）講習会の実態等はどの程度で、どのような講習会をしているか。

（山内会長）平成２４年は２回開催している。「医療現場で被曝線量を正しく説明するためのポイント」「医療被曝低減施設認定受審基準のポイント」を平成２５年は２月３日に開催している。申し込みはいつまでなどの打診はあったか。

（斎藤常任理事）特にない。

（三輪副会長）県の会員が講習会に半額で行ける。会員にメリットはある。

（山内会長）入会するなら来年からという事ではどうか。
（吉永常任理事）資料が少なすぎる。

（山内会長）この件に関しては、内容等の調査を含め、次回以降の理事会検討事項とする。
議題５　理事の旅費について
（大田常任理事）講習会での講師の交通費の見直しをした。それに伴い、理事の旅費支給が公共交通機関の旅費規定になっているが、現実的には車で来ている。特に山陽側は高速を使うので、今の旅費規程では出費が多くなる理事もいる。そこの所の見直しをしたい。現状では1回の理事会で42000円、30円/Kmで55000円、講師と一緒の37円/kmで68000円、自家用車を公に認めると事故の時、技師会が責任をとれるのかと言う問題もある。
（増矢理事）車での概念を辞めて、公共交通機関で来ると言う原則で、病院の出張と同じで、JRもしくは公共交通機関＋特急料金ではどうか。事故の事などは言い始めると収集が付かなくなる。
技師会が事故を全て保障出来ない。出発の起点を病院にする。特急も山陽側、山口線でバスはどうするのか検討課題がある。
（山内会長）一番問題になるのが、特急料金を何Km以上でつけるか。技師会・技術学会の規程は100Km以上になっているので、これでは該当しない。大田常任理事、再度JR特急料金を考慮した

計算をして検討してもらえないか。

（吉永常任理事）特急料金では高すぎるので、出すのだったら、ETCの証明を提出してもらう。
（斎藤常任理事）前もってもらう必要がある。
（吉永常任理事）毎回では無く年間精算と言う方法もある。

（林理事）高速を使うかどうか、個人の判断であって、高速を使おうが使うまいが関係ない。今と同じ、最寄りの駅からのJR運賃で変える必要がない。

（吉永常任理事）それがイコール今の30円/Kmで、高速料金を出すから個人が赤字となる。遠方から下道で来いと言うのは辛いものがある。ガソリン代で計算すると、高速料金は理事それぞれの出費となる。ETC証明を出して、提案されている30円/Kmか35円/Kmかどちらかでお願いしたい。
（山内会長）基本料金的なものはJRで考えた方が分りやすい。出すのはどういう形で出すか別に考えた方が良い。特急料金もきっちりとした形で最初から分かるようにした方が良い
高速料金に見合う特急料金でも良いが、ある程度距離によって、いくら出すと言う方が良い。
次回の理事会で検討する。
（大田常任理事）特急料金を加算して、何Km以上なら加算するか考えて表にする。

報告事項１　各後援依頼ついて
（山内会長）「山口市在宅緩和ケア市民公開講座」「がん検診受診促進シンポジウム」「お父さんお母さんの健康講座」「第4回山口地域がん医療従事者研修会」「がん検診受診促進シンポジウム」この４つの後援について、理事会の承認を得て後援した。
報告事項２　会員が災害を受けた時の報告について
（山内会長）豪雨水害が出ているが、会員が災害を受けた時の技師会の対応を検討しなければならない。
　

報告事項３　緊急被曝医療講習について

（山内会長）緊急被曝医療講習は毎年１回開催され、今年度も開催される。山口県診療放射線技師会と県との協議事項の中にもあがっている事項でもあり、多くの方に出席をお願いしたい。
報告事項４　来年度の奨励賞・功労賞について
（山内会長）来年度の奨励賞・功労賞についてどうなっているか。

（金谷常任理事）県知事表彰を受けている村上　誠一氏を推薦したい。同等の賞をもらった方は対象外だが、技師会の本業以外の他団体等を含めて、学術功労されたので推薦したい。
（山内会長）諸規程の中に、「他学会等も含めてそれ同等以上の賞を受けた人は」と言う但し書きがあったが、それをみなさんがどう解釈するかである。
（林理事）村上氏は県からの委託事業である胃がん部会講習会の担当を長年されて、そういう事も認めてあげないといけない。今問題になっているのが県知事表彰等にかかわった時にどうか。例外を作ってもどうかと思う。
（渡邊理事）「他学会等も含めてそれ同等以上の賞を受けた人は」と言うのは分るが、順番で技師会での表彰が先で、他団体の表彰が候補に挙がった時に蹴られれば問題が無いがそれは分らない。ただ単に前後の話である。今回の表彰に関しては県技師会の中での表彰と考えれば、他団体で同等の賞を受けたか受けてないかを基準にするよりも、県の技師会がその方を表彰するか、しないかを基準に考えた方が良い。

（山内会長）これを作った元々は技術学会からの表彰規定をそのまま持って来ている。
（渡邊理事）技術学会で表彰を受けた方が後々に県知事表彰を全部蹴っているのかと言う話になる。その辺りをきちっとしているのであれば、技師会もそのような事で行くのであれば分ってくださいと話をしなければならない。
（山内会長）みなさんからの意見が無ければ、このまま話を進める。村上氏については十分に値すると考える。諸規定変更をしなければならない。

（斎藤常任理事）１月の理事会にそれをあげる。
（金谷常任理事）もう一つの奨励賞がいない。
（山内会長）各理事でもう一度調査して欲しい。
報告事項５　健康フェスタについて
（金谷常任理事）健康フェスタに出席する人数の最終確認をする。会長、伊藤副会長、村田理事、内藤理事、斎藤常任理事、蔵永理事、堀理事。当日はAM９時集合でお願いする。
（伊藤副会長）半被はどうするのか。
（金谷常任理事）今年度の予算で購入予定にしている。今回には間に合わない。

報告事項６　宇津見名誉会員からの寄付について
（山内会長）１０万円の寄付があった。用途は大塚昭義氏のように奨励金にと意向があった。
（大田常任理事）これは一般法人になると税金がかかる。税理士事務所に確認をする。
報告事項７　学術常任理事の山口県診療放射線技師会からの学会派件について

（山内会長）学術常任理事、理事を含めて、色々な講師をお願いするために、横浜で開催されている技術学会に年に１人を山口県から派遣する事を来年から行いたい。前からお願いしているが、旅費を当会から出す。来年の予算を組むときに予算に入れる。
（大田常任理事）参加者が定期講習会で講師になれば、認められる。参加した事が会員に還元出来て、会員が患者に還元出来れば公益がある。ただその分、講習会費が削られる。
（金谷常任理事）学術全般で行くのは良いが、例えば、その学会で胃などは無い。胃がん部会の方の過去の報告には無い。そちらを勉強しようと思うと胃集検学会に行かないといけない。
（山内会長）年に１回、一人しか行けないので、交代で行くことにする。肺がん、マンモ、胃がん、４年ぐらいに１回しか回って来ない。後は病院からになる。ただ、北海道になると厳しいので、条件を後でいくらまでと年間予算で決めなければならない。来年の予算までに決めたいので、次回の議題にあげる。
報告事項８　来年の記念式典について
（山内会長）まだ進んでないが、両副会長で進める。

報告事項９　JARTから配布された「診療放射線技師のことがわかる本」について

（山内会長）希望数が来ているが、これを配ると半分以上無くなる。どういう扱いにするか。配る所に上限を決めてからでないと健康フェスタ等で配布できない。JARTに確認すると各都道府県技師会で自由に使用して頂いて結構との事であった。著作権の問題があり難しいかもしれないが、斎藤常任理事にJARTからPDFを貰えないか確認をお願いする。
（金谷常任理事）追加はもらえないのか。

（山内会長）今年度の追加は無い。今年度の結果を基に来年度以降の対応が検討されると思われる。
報告事項１０　青森からもらったマンモCDについて
（山内会長）歌が入ったCDで、自由に使って良いとの事である。CDは兼廣理事に管理してもらいたい。

報告事項１１　山口がん検診受診促進協力事業所に登録について
（山内会長）当会は山口がん検診受診促進協力事業所に登録したが、その担当者は村田理事にお願いし県より、登録通知が交付された。

報告事項１２　保健会館の契約電力数のアップについて

（山内会長）保健会館の契約電力数のアップに伴い、事務所の電気料金が10月より値上がりした。

報告事項１３　山口県総合保健会館の大規模修繕について

（山内会長）山口県総合保健会館の大規模修繕が実施された場合、当会は山口県総合保健会館管理組合の特別会計（当会の持ち分：109,800円）までは、支出しなくてもよいが、金額がそれを超えると負担しなければならない。今回は「中央監視装置」の更新が実施されるが

当会の負担費用は42,000円程度である。各事務所の負担金額は所有する事務所面積に応じて負担割合が決められている。今回は1000万円を少し上回る金額なので、42,000円ぐらいになった。従って特別会計内におさまる事になる。今後、電力監視盤、外壁打音検査、シャッター避難時停止装置などの大規模修繕工事をしなければならない可能性がある。
報告事項１４　山口県臨床検査技師会創立60周年記念式典について
（山内会長）８月２４日に私が山口県臨床検査技師会創立60周年記念式典に出席した。

報告事項１５　山口県作業療法士会記念式典について
（山内会長）9月21日に三輪副会長が山口県作業療法士会記念式典に出席した。
報告事項１６　鳥取県診療放射線技師会60周年記念式典について
（山内会長）11月30日に私が鳥取県診療放射線技師会60周年記念式典に出席する。
報告事項１７　その他
（兼廣理事）今年度の予算でマンモのパンフレットを作製した。配布数の上限に関する問い合わせが沢山あり、デザイン・印刷5000枚込みで10万円以内である。ピンクリボンイベント等で800部、健康フェスタ200部、合わせて1000部・4年で4000部使用する。ただし、4年使うとパンフレット内の数字データが古くなり配布時の現状と合致しない事が危惧される。従って2施設に100部ずつ配布した。パンフレットの版を買い取って、こちらで印刷をしたらとの意見があり、印刷会社に問い合わせたが、著作権の関係で対応出来ないとの返答があった。
（山内会長）原版の元、文章を作ったのは兼廣理事ではないのか。

（兼廣理事）増版では依頼できる。

（山内会長）原本を作ったのはこちらなので、デザインは変わっても作成した原案をPDFにして各病院で印刷をしたらどうか。
（兼廣理事）枚数があるので、無くなったらそういう形になるとは思うが、これを何年使うかにもよる。4年ぐらいと思い、5000枚あれば、現状は足りる。事務所にあるので希望の方は発送する。

報告事項１８　静脈注射の抜針に関する講習会について
（渡邊理事）来年の2月9日に開催予定の静脈注射抜針に関する講習会の申請書類が出来た。JARTより看護師の講師が3名、当日のスタッフが5名で申請するようにと指示を受けた。山口赤十字病院より看護師3名、スタッフ2名、済生会山口病院よりスタッフ2名、徳山医師会病院から私を含め2名で申請を出す。プログラムは以前とは変わって、確認試験を15分程度入れる。
報告事項１９　放射線管理士の代表者について
（山内会長）JARTの放射線管理士の地域の責任者を丹羽理事にお願いした。

以上の決議を明確にするため、この議事録を作り、定款第34条に基づき、会長及び監事並びに議事録署名人がこれに記名押印する。

　　　　　　　　一般社団法人山口県診療放射線技師会　平成25年度第４回理事会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口県診療放射線技師会　会長　山内　秀一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表議事録署名人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　　　林　忠正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　　　新町 浩太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　　齊藤 右司
